
所
得
控
除
に
注
意
！

給
与
所
得
控
除
の
金
額
の
引
き
下
げ

　
正
社
員
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
給
与
収
入
が

あ
る
人
が
該
当
す
る
「
給
与
所
得
控
除
」
も
改
正
さ
れ

ま
し
た
。「
源
泉
徴
収
票
」
を
見
な
が
ら
確
定
申
告
書

類
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は

源
泉
徴
収
票
で
控
除
さ
れ
て
い
る
給
与
所
得
控
除
の
金

額
が
昨
年
ま
で
と
は
異
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
給
与
収
入
に
よ
っ
て
控
除
額
が
変
わ
っ
た

た
め
で
す
の
で
、
下
の
表
を
参
照
し
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
は
上
限
額
が
２
２
０
万
円
（
給
与
収
入
が

１
０
０
０
万
円
超
の
人
）
で
し
た
が
、
令
和
２
年
以
降

は
上
限
額
が
１
９
５
万
円
へ
と
下
が
り
、
さ
ら
に
上
限

額
が
適
用
さ
れ
る
給
与
収
入
は
８
５
０
万
円
超
の
人
と

な
り
ま
し
た
。

▼給与所得控除の控除額

給与等の収入金額
（給与所得の源泉徴収票の支払金額） 給与所得控除額

162万5,000円以下 55万円
162万5,000円超　180万円以下 収入金額×40％－10万円
180万円超　360万円以下 収入金額×30％＋8万円
360万円超　660万円以下 収入金額×20％＋44万円
660万円超　850万円以下 収入金額×10％＋110万円
850万円超 195万円（上限）

所得金額調整控除
　給与所得控除の上限額が 220 万円から 195 万円に引き下げられたために、給与収入が
850 万円を超える人は税負担が増えます。そこで、子育てや介護をする人のために、税負担
が増えないように調整する「所得金額調整控除」が設けられました。所得金額調整控除は、
給与所得から控除します。
　給与収入が 850 万円を超える人は、次の 3 つのどれかに該当するかどうかを確認してくだ
さい。
① 本人が特別障害者 ／ ② 23 歳未満の扶養親族がいる
③ 特別障害者である配偶者や扶養親族がいて、生計を同一にしている
　いずれかに該当する場合には、次の計算式で控除金額を算出してください。なお、給与収
入が 1,000 万円を超える人は、給与収入を 1,000 万円として計算してください。

　（給与収入の金額 － 850 万円）× 10％ ＝ 所得金額調整控除

　また、公的年金の雑所得とアルバイトなどの給与所得がある人は、この 2 つの所得を合計
した金額が 10 万円を超えた場合、給与所得控除額に「所得金額調整控除額」を加算できます。

　公的年金の雑所得※＋給与所得※－ 10 万円　　　※ 10 万円を超える場合は 10 万円

例）公的年金の雑所得が 200万円、給与所得が 100万円の場合、「10万円＋10万円－10万円
＝ 10 万円」となり、給与所得控除額に、10 万円の所得金額調整控除額を加算して計算します。

確認しよう！

ii



麻布
  3　    3　     1  2

1 0 6 0 0 3 2

東京都港区六本木○-○-○

同上
3

03   0000   0000

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

東京りそな 六本木

0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0

1 2 2 0 0 0 0
1 9 0 0 0 0 0

3 1 2 0 0 0 0
2 6 0 0 0 0

5 0 0 0 0
5 0 0 0 0

3 8

4 8
1 2 2 0 0 0 0

1 2 2 0 0 0 0

1 9 0 0
9 5 0 0 0

9 5 0 0 0

9 5 0 0 0
1 9 9 5
9 6 9 9 5

2 4 0 0 0 0

1 4 3 0 0 5

4 0 0 0 0

ヨシタ゛　シケ ル゙

吉田　茂
吉田　茂

3 2 5 0 1 0 9
本人

1

3

8

9

10

5

2

4

該当する所得控除がある場
合には記入する（第3章参照）

6

7

53

吉田茂さんの場合（妻1人）

【所得の種類】
　●給料（支給金額）…200万円　　●公的年金（支払金額）…300万円

【所得控除】
　○社会保険料控除…26万円　　○生命保険料控除…5万円
　○地震保険料控除…5万円　　　○配偶者控除………38万円

●提出書類
　□申告書Ａ　第一表（提出用）
　□申告書Ａ　第二表（提出用）
　※�所得が給与と年金の場合には、「申告書
Ａ」を使う

●添付書類
　□保険料控除証明書

確 定 申 告 書 A  第 一 表 の 記 載 例

課税される所得金
額を計算する

6

「所得税の速算表」
（23ページ）をもとに、
税額を計算する

7

所得を合計し、合
計額を記入する

5

雑所得の金額を計
算する

4

給与所得の源泉徴収
票の「給与所得控除後
の金額」を転記する

3

「公的年金等の源
泉徴収票」の「支払
金額」を転記する

2

給与所得の源泉徴
収票の「支払金額」
を転記する

1

すでに天引きされ
ている所得税を合
計して記入する

8
公的年金の「源泉
徴収税額」を記入
する

10

還付される所得税
額を計算する

9



な
お
、
給
与
所
得
の
控
除
額
に
「
所
得
金

額
調
整
控
除
額
」
を
加
算
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す（
巻
頭
を
参
照
）。

次
に
、「
雑
所
得
」
に
な
る
年
金
の
所
得

税
額
を
計
算
し
ま
す
。
年
金
は
「
雑
所
得
」

に
な
り
ま
す
の
で
、「
所
得
の
内
訳
」欄
の「
所

得
の
種
類
」に
は「
雑
」と
記
入
し
ま
す
。「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
や
個
人
年
金
の

「
支
払
調
書
」
を
参
照
し
な
が
ら
記
入
し
て

い
き
ま
す
。

第
一
表
に
は
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
」
に
あ
る
「
支
払
金
額
」
を
、「
収
入
金

額
等
」の「
給
与
」の
欄
に
記
入
し
ま
す
。「
所

得
金
額
」
の
「
給
与
」
の
欄
に
は
、「
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
の
「
給
与
所
得
控
除

後
の
金
額
」
を
記
入
し
ま
す
。

公
的
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
し
て
あ

る
「
支
払
金
額
」
を
、「
収
入
金
額
等
」
の
「
雑

（
公
的
年
金
）」
の
欄
に
記
入
し
ま
す
。

公
的
年
金
の
ほ
か
に
個
人
年
金
も
受
け

取
っ
て
い
る
人
は
、「
個
人
年
金
の
支
払
調

書
」に
記
載
し
て
あ
る「
支
払
金
額
」を
、「
収

入
金
額
等
」
の
「
雑（
そ
の
他
）」
の
欄
に
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

第
一
表
の
「
所
得
金
額
」
欄
の
「
雑
」
に

記
入
す
る
雑
所
得
は
、
公
的
年
金
だ
け
で
あ

れ
ば
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に

記
載
し
て
あ
る
「
支
払
金
額
」
か
ら
所
得
金

額
を
自
分
で
計
算
し
て
記
入
し
ま
す
。

計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
19
ペ
ー
ジ
の
表

「
公
的
年
金
の
雑
所
得
の
金
額
の
計
算
方
法
」

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る 

場
合
は
別
途
記
入
を
す
る

個
人
年
金
も
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、
契

約
し
て
い
る
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
支

払
調
書
」
を
参
考
に
し
て
記
入
し
ま
す
。

支
払
調
書
の
「
年
金
の
支
払
金
額
」
を
申

告
書
の
「
収
入
金
額
」
に
、「
源
泉
徴
収
税
額
」

を
申
告
書
の
「
源
泉
徴
収
税
額
」
に
、「
年

金
の
支
払
金
額
に
対
応
す
る
掛
金
額
」
を
申

告
書
の
「
必
要
経
費
」
に
、「
差
引
金
額
」

を
申
告
書
の
「
所
得
金
額
」
に
そ
れ
ぞ
れ
転

記
し
ま
す
。

記
載
例
に
つ
い
て
は
、
37
ペ
ー
ジ
と
39

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
は
公
的
年
金
だ
け
で
、
個
人
年

金
は
個
人
年
金
だ
け
で
所
得
額
を
計
算
し
て

か
ら
、
２
つ
を
合
計
し
、「
第
一
表
」
の
「
所

得
金
額
」
欄
の
「
雑
」
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

給
料
も
年
金
も
、
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
分
は
す

べ
て
合
計
し
て
も
れ
な
く
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
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２

−

４　

年
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る

２

−

４　
年
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る



麻布
   3　   3　    1  2

1 0 6 0 0 3 2

東京都港区六本木○-○-○

同上3
03  0000  0000

確定
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

東京りそな 六本木

0 0 0 0 0 0 0

1 5 0 0 0 0 0
2 7 0 0 0 0 0

8 5 0 0 0 0
1 6 0 0 0 0 0

2 4 5 0 0 0 0
4 0 8 7 7 0

1 0 0 0 0 0
5 0 0 0 0

3 8

4 8
1 4 1 8 7 7 0

1 4 1 8 7 7 0

7 5 4 0 5 0

7 5 4 0 5 0

7 5 4 0 5 0
1 5 8 3 5
7 6 9 8 8 5

9 1 7 2 5 2
- 1 4 7 3 6 7

1 4 7 3 6 7

7 6 7 2 5 2

カタヤマ　サトシ

片山　哲
片山 哲フリーアルバイター

3 2 5 0 2 0 9
本人

8

9

10

6

1

7

2

4

該当する所得控除がある場
合には記入する（第3章参照）

3

5

57

片山哲さんの場合（妻1人） ●提出書類
　□申告書B　第一表（提出用）
　□申告書B　第二表（提出用）
　□申告書第三表（分離課税用）

●添付書類
　□個人年金保険料支払額などの証明書
　□保険料控除証明書

【所得の種類】
　●給料（支給金額）……150万円　　●公的年金（支払金額）…270万円
　●退職金（支払金額）…2,000万円（勤続年数21年）

【所得控除】
　○社会保険料控除…40万8,770円	 ○生命保険料控除…10万円
　○配偶者控除………38万円	 	 ○地震保険料控除…5万円

確 定 申 告 書 B  第 一 表 の 記 載 例

第三表の�の金額
を転記する

7
還付される所得税
額を計算する

9

所得を合計し、合
計額を記入する

5

雑所得の金額を計
算する

4

給与所得の源泉徴収
票の「給与所得控除後
の金額」を転記する

3

「公的年金等の源
泉徴収票」の「支払
金額」を転記する

2

給与所得の源泉徴
収票の「支払金額」
を転記する

1

すでに天引きされ
ている所得税を合
計して記入する

8公的年金等及び退
職所得の「源泉徴
収税額の合計額」
を記入する

10

第三表を提出する
ので記入しなくて
よい

6



 2

東京都港区六本木○-○-○

確定

カタヤマ  サトシ
片山　哲

20,000,000 8,700,000株式会社左内商事

2 0 0 0 0 0 0 0

5 6 5 0 0 0 0
2 4 5 0 0 0 0
1 4 1 8 7 7 0
1 0 3 1

5 6 5 0

5 1 5 5 0

7 0 2 5 0 0
7 5 4 0 5 0

8 9

1

6

6
7

2
3
4
5

59

申告書第三表（分離課税用）の記載例

「所得税の速算表」
（23ページ）をも
とに、それぞれの
税額を計算する

6

⑨－�の金額を記
入する

5

「第一表」の�「所
得から差し引かれ
る金額」の「合計」
を記入する

4

「第一表」の⑨「所
得金額の合計」を
記入する

3

退職所得の金額を
計算する（2-2参照）

2

退職所得の源泉徴
収票に記載されて
いる「支払金額」を
転記する

1

税額を合計する

7

退職金の支払元を
記入する

8
退職金の「収入金額」と「退
職所得控除額」を記入する

9



麻布
  3　    3　     1  2

1 0 6 0 0 3 2

東京都港区六本木○-○-○

同上
3

03   0000   0000

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

東京りそな 六本木

0 0 0 0 0 0 0

田中喜朗 本人

被相続人 田中 喜朗

3 2 5 0 2 0 9

タナカ　ヨシロウ

1 2 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0

5 5 0 0 0 0
1 9 0 0 0 0 0

2 4 5 0 0 0 0
4 5 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0
5 0 0 0 0

3 8

4 8
1 4 6 0 0 0 0

1 4 6 0 0 0 0

1 9 9 0
4 9 5 0 0

4 9 5 0 0

4 9 5 0 0
1 0 3 9
5 0 5 3 9

1 0 0 0 0 0

4 9 4 6 1

6 8 0 0 0

2

4

5
6
7

3

「被相続人」と記入
し、死亡した確定申
告者の氏名を記入

捺印は不要

10

課税される所得金
額を計算する

2

「所得税の速算表」
（23ページ）をもとに、
税額を計算する

3

㉜から災害減免額
を差し引いて、「基
準所得税額」とし
て記入する

5

㉞の「基準所得税
額」の2.1%を計
算して記入する

6

㉒から「㉓から㉛の
合計額」を差し引い
た額を記入する

4

㉞の「基準所得税
額」に復興特別所
得税の額を合計し
て記入する

7

還付される所得
税額を計算する

9 すでに天引きされてい
る所得税を合計して記
入する

8
公的年金の「源泉
徴収税額」を記入
する

10

1

該当する所得控除がある場
合には記入する（第3章参照）

65

故 田中喜朗さん（被相続人となる人）の場合（妻 1 人） ●提出書類
　□申告書A　第一表（提出用）
　□申告書A　第二表（提出用）
　□�死亡した者の令和○年分の所得税の確定申

告書付表
●添付書類
　□個人年金保険料支払額などの証明書
　□保険料控除証明書　など

【所得の種類】
　●公的年金（支払金額）…300万円　　●給与（収入金額）…120万円
　

【所得控除】
　○社会保険料控除…45万円　　　　○配偶者控除………38万円
　○地震保険料控除…5万円	 　　　※相続開始の日は、令和2年12月15日
　○生命保険料控除…10万円　　　　

確 定 申 告 書 A  第 一 表 の 記 載 例

8

9

「2-4」を参照して、
収入と所得金額を
記入する

1
準
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